




MATLAB は 1 980 年Moler博士によって開発された.最初はFortran言語を知らない人でも
行列計算が対話的にできるようにという目的でMAT L A B (Matrix Laboratory) という言語をFor





今回の研修ではMATLAB の機能が多くある中で， MATLAB拡張ソフトである Image_ Proc 




MATLAB としては， Windows版MATLAB5.3を用い，パーソナルコンビュータ (V650]D4 飯山電機)に
インストールして行った . MATLABソフトとしてインスト}ノレされているものは， Table 2. 1 に示す
通りである.行列計算，簡単な信号処理から SIMULINK， Control_System, Neural_Network Toolbox な
ど制御問題を解くのに便利なツールやイメージ画像の作成など幅広いツールが備えられている.
またMATLAB を使用するための基本的なコマンド，計算などに用いるための演算子，特殊文字に
ついては rUNIXのMATLABに関する技術の修得j 福井大学技術報告集 Vo13.59-64 (1997) に，関数・
Table 2. 1 MA T L A B ソフト一覧





Control_System Toolbox I 制御工学ならびにシステム理論によるモデリングの解析，設計を扱う .
Identification Toolbox I システム同定のためのシミュレーションツール.




Neural_Network Toolbox I ニューラルネットワークを用いたシミュレーションツール.
? ?? ?
グラフィック等のコマンドは fUNIX版MATLABに関する技術の修得 IIJ 福井大学技術報告集 Vo14， 45-5
o (1998) に，それぞれ記載されているのでここでは省略する.
3. 画像処理と Image Processing 
3. 1 画像処理の構成
画像(イメージ)処理は信号処理の中の一分野であり， 今日いろいろな産業・社会で技術革新
の原動力となっている. たとえば工学， 医療診断， 天文学， リモートセンシングなどの分野で用
いられている. 画像処理はこれからの情報化社会，マルチメディア社会において必須の技術である.
つぎに画像処理構成のためのブロック図は， Fig. 3. 1 に示す通りである.データ取得/保存，画像
情報処理，濃淡画像処理， 2値画像処理の 4 つに太別される.
画像処理
























2 値画像処理は，文字やCAD図面などの認識を行う場合， 0 と 1 (黒と白)の 2値画像であると，濃
淡画像に比べて情報量が少なく高速処理が可能となる.これにはラベリング，図形を外側に 1 画素分
増減させる膨張・収縮や線・点図形化処理がある.






















フイノレタ fspecial 種々の 2 次元フィルタの設計
medfil t2 2 次元メジアンフィルタリング
wlener 2 次元適応ノイズ除去フィルタリング
fft2 2 次元高速フーリエ変換
















間を要するなどの問題がある.しかしMatlabの拡張ソフトである Image_ Processing ツールを用い
ると，画像処理のための研究，設計，エンジニアリングに対して数値的な計算に必要なものをMファ
イルとして作成でき，このファイルの変更も簡単に実行することができる. ここでは画像データの


















Matlab program 3.3.1 (画像処理)
%Simultion of lmage pr∞essing 
明 Read images and Add noise to 加 image
I=imread (' saturn.tif'): 
よ imnoise(I ， 'salt & pepper' , 0.2): 
覧 Filtering
L=冊dfi I t2(J, [5 , 5]): 覧平滑化 (1イr 除去)
覧 Edging
BW=edge (L ‘ sobel') : 略差分
満 Display 加 image
subplot(3, l ,l), subimage(J) 
subpl ot (3 , 1, 2) , sub image (L) 
subpl ot (3 , 1, 3) , subimage (BW) 





























Matlab program 3.4.1 (文字認識)
制PPCR1 Character recognition. (文字の抽出及び恕自民 )
echo on 
見 DEFI N I NGTHE MODEL PROOLEM 
[alphabet , targets] = prprob; 
[R, Q] = size(alphabet); 
[S2 , Q] = size(targets); 
自 DEFINING THE NETWORK 
Sl = 10; 
net = newff (m i nmax (a I phabet) , [Sl S2] , (' I ogs i g' '1 ogs i g' }. , tra i ngdx' ) ; 
net.LW(2, l} = net.LW(2 , l}*O.Ol; 
net.b(2} = net . b(2} 本0 . 01 ;
目 TRAINING THE NETWORK WITHOUT NOISE 
net.performFcn = 'sse': 百Sum-Squared Error performance function 
net. trainPar訓.goal = 0 . 1: 首Sum-squared error goal. 
net.trainPar釧.show = 20 : 目 Freguency of progress displays (匤 epochs). 
net. trainPar銅.epochs = 50∞ : % Maximum number of epochs to train. 
net. trainParam.mc = 0.95; 覧 蜘nentum constant. 
覧 Training begins..please wait.. 
P = alphabet: 
T = targets: 
[net, tr] = tra ín(net , P, T); 
% TRAINING THE NETWORK 
% SET TESTING PARAMETERS 
noís日目range = 0.3; 
max test = 10: 
network1 = []: 
network2 = []: 
T = targets: 
首 P回FORM THE TEST 
for noiselevel = noise_range 
fpr匤tf('Testing networks with noise level of %. 2f . 平n'.no﨎elevel): 
errors1 = 0: errors2 = 0: 
for i=l:max_test 
B=imread(' HAmoji . bmp・) : 私文字の積み込み
BW=im2bw(B.O.5) : 私文字のがイナト
BW1=imresize(BW,0. 42) : 目別f の変更(拡大，縮小)
I=imcrop(酬1 ， [0 0 5 7]) 弘文字の抽出
b=l' ; 
b1 = [b(: , 1) : b (:,2) ; b (:,3) : b (: , 4) : b (:,5) : b (:,6) ; b (:,7) ] : 目ヂサの並替え
b2=double(b1) ; 
P = b2+ randn(35 , l)*noiselevel; 
figure(l): plotchar(P): 
目 TEST NETWOOK 1 
加= sim(net , P): 
AAn = compet(An): 
釦swer = find(AAn = 1); 





















今回の研修ではMATLAB の機能が多くある中で， MATLAB拡張ソフトである Toolbox 内に
ある Image_ Processing および Neural_Network のソフトについて，その基本的な使い方の修得を




の Image_ Processing および Neural_Network ソフトの一部分の技術の修得ができた.
5. 今後の課題
MATLAB拡張ソフトでToolbox ， SIMULINK内にあり，今回十分修得できなかった Image_ Pr 
ocessing および Neural_Network について，画像処理，画像解析などを引き続き行う予定である.
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